
　

２
０
０
５
年
の
春
、
全
国

で
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｇ

Ｍ
ナ
タ
ネ
の
調
査
活
動
は
、

今
年
で
14
年
目
に
な
り
ま

す
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、

今
年
も
14
単
協
で
２
７
１
ヵ

所
の
調
査
を
行
い
、
一
次
検

査
で
25
の
検
体
か
ら
ラ
ウ
ン

ド
ア
ッ
プ
耐
性
と
バ
ス
タ
耐

性
の
陽
性
反
応
が
出
ま
し
た

（
表
１
）。

　

報
告
会
で
は
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
共
同
体
代
表
理
事
の

熊
野
千
恵
美
さ
ん
が
、「
知

る
人
が
増
え
て
い
く
こ
と

は
、
考
え
て
い
く
主
体
が
増

え
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
今
日
知
っ
た
こ
と
を
み

ん
な
で
伝
え
て
い
く
こ
と
か

ら
始
め
て
、
私
た
ち
の
願
い

　

自
生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
汚
染
調

査
活
動
は
地
道
な
取
り
組
み

で
す
が
、
一
つ
ひ
と
つ
積
み

重
ね
て
き
た
努
力
が
実
り
、

国
内
だ
け
で
は
な
く
世
界
か

ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
調
査
や
Ｇ
Ｍ
Ｏ

フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運
動
が
、
日

本
国
内
で
Ｇ
Ｍ
作
物
の
商
業

栽
培
を
さ
せ
て
い
な
い
大
き

な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
性
が
不
安
視
さ
れ
る
中

Ｇ
Ｍ
作
物
の
輸
入
が
始
ま
っ
た

　

１
９
８
０
年
代
後
半
、Ｇ
Ｍ

作
物
の
栽
培
試
験
が
世
界
各

地
で
始
ま
り
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
稲
を
中
心
に
研
究
・

開
発
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
に
は
、
モ
ン

サ
ン
ト
社
な
ど
多
国
籍
の
化

学
（
農
薬
）
企
業
が
、
種
子

企
業
買
収
に
積
極
的
に
動
き

始
め
ま
し
た
。
種
を
支
配
す

る
こ
と
が
、
世
界
の
食
料
を

支
配
す
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
Ｇ
Ｍ
作
物
は
環
境
に

良
く
な
い
と
い
う
考
え
が
浸

透
し
て
い
る
た
め
、Ｅ
Ｕ
は
Ｇ

Ｍ
作
物
栽
培
の
規
制
に
動
き

出
し
ま
し
た
。
一
方
日
本
で

は
、
１
９
９
１
年
に
Ｇ
Ｍ
食

品
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
あ
る
「
Ｇ
Ｍ
食
品
製
造
指

針
・
安
全
性
評
価
指
針
」
が

当
時
の
厚
生
省
に
よ
り
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
象
は

食
品
添
加
物
に
と
ど
ま
り
、

食
品
自
体
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

１
９
９
６
年
に
は
、
米
国

や
カ
ナ
ダ
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

大
豆
、
ナ
タ
ネ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
４
作
物
の
Ｇ
Ｍ
作
物
の

栽
培
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま

し
た
。

　

一
方
日
本
で
は
、
同
年
９

月
に
は
厚
生
省
が
Ｇ
Ｍ
作
物
・

食
品
の
安
全
性
を
評
価
し
輸

入
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、Ｇ
Ｍ

食
品
の
表
示
制
度
は
義
務
付

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

他
に
先
駆
け
て

G
M
問
題
に
取
り
組
ん
だ

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

　

私
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

と
１
９
９
６
年
11
月
の
「
遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら
な

い
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
以
下
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）」
の
設
立

総
会
で
出
会
い
ま
し
た
。
翌

年
１
月
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

で
Ｇ
Ｍ
問
題
に
関
す
る
講
演

会
を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
早
く
か

ら
Ｇ
Ｍ
問
題
に
危
機
感
を
持

ち
、
他
の
生
協
に
先
駆
け
て

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

消
費
者
の
反
対
運
動
が

Ｇ
Ｍ
へ
の
流
れ
を
止
め
る

　

１
９
９
７
年
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
提
唱
し
た
食
品
表
示

を
求
め
る
運
動
が
全
国
化
し
、

１
０
０
０
を
超
え
る
自
治
体

が
Ｇ
Ｍ
食
品
表
示
を
求
め
る

決
議
を
し
ま
し
た
。
表
示
が

あ
る
こ
と
で
消
費
者
が
気
付

く
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
こ

と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を

み
ん
な
に
伝
え
て
い
こ
う
と
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
全
国
の
仲

間
と
共
に
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
を
中
心
に
「
ス
ト
ッ

プ
！
遺
伝
子
組
み
換
え
イ
ネ

生
協
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
は
大

き
な
う
ね
り
と
な
り
、
モ
ン

サ
ン
ト
社
と
愛
知
県
の
共
同

開
発
に
よ
る
Ｇ
Ｍ
稲
の
試
験

栽
培
を
中
止
に
追
い
込
み
ま

し
た
。
２
０
０
４
年
３
月
、

日
本
の
消
費
者
団
体
が
米
国

と
カ
ナ
ダ
を
訪
れ
、
モ
ン
サ

ン
ト
社
の
Ｇ
Ｍ
小
麦
反
対
の

署
名
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
モ
ン
サ
ン
ト

社
は
米
国
以
外
で
の
申
請
を

取
り
下
げ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運

動
、Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
自
生
調
査

始
ま
る

　

２
０
０
５
年
１
月
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
始
ま
っ
た
Ｇ
Ｍ
Ｏ

フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運
動
が
、
日

本
で
は
滋
賀
県
で
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
同
年
３
月
に
は

全
国
で
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
自
生
調

査
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
10
月
、Ｇ
Ｍ
で

な
い
ナ
タ
ネ
油
を
食
べ
続
け

た
い
と
い
う
私
た
ち
の
思
い

を
伝
え
る
た
め
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
を
含
む
消
費
者
団
体

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
、

４
つ
の
州
政
府
に
今
後
も

G
M
ナ
タ
ネ
を
栽
培
し
な
い

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

Ｇ
Ｍ
大
国
の
米
国
で
も

市
民
運
動
が
盛
ん
に

　

２
０
１
６
年
、
映
画
「
遺
伝

子
組
み
換
え
ル
ー
レ
ッ
ト
」

の
監
督
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ス

ミ
ス
氏
が
来
日
。
福
岡
を
皮

切
り
に
全
国
で
講
演
し
ま
し

た
。
２
０
１
７
年
３
月
に
は
、

Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
全
国

交
流
集
会
in
さ
が
に
参
加
す

る
た
め
、
米
国
の
Ｇ
Ｍ
Ｏ
に

反
対
す
る
母
親
の
会
「
Ｍ
ｏ
ｍ

ｓ 

Ａ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ 

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
」

代
表
の
ゼ
ン
・
ハ
ニ
ー
カ
ッ

ト
さ
ん
が
来
日
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
福
岡

市
や
岡
山
市
で
講
演
し
ま
し

た
。

消
費
者
の
意
向
と
は

か
け
離
れ
た

Ｇ
Ｍ
食
品
表
示
制
度

　

２
０
１
８
年
３
月
、
日
本

の
Ｇ
Ｍ
食
品
表
示
制
度
が
改

訂
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
者
が

求
め
て
き
た
、
全
て
の
食
品

の
表
示
と
意
図
せ
ぬ
混
入
率

の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、

実
現
せ
ず
現
行
の
ま
ま
。
消

費
者
庁
は
さ
ら
に
「
遺
伝
子

組
み
換
え
で
な
い
」
と
表
示

で
き
る
対
象
を
「
混
入
率
５

％
以
下
」
か
ら
「
不
検
出
」
に

厳
格
化
す
る
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
E
U
の
基
準
で
も

　

１
９
９
６
年
に
遺
伝
子
組
み
換
え（
以
下
、Ｇ

Ｍ
）作
物
の
輸
入
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
22
年
。日

本
は
世
界
で
も
最
大
級
の
Ｇ
Ｍ
作
物（
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、大
豆
、ナ
タ
ネ
、綿
）の
輸
入
国
と
な
り

ま
し
た
。現
在
日
本
で
は
、主
に
飼
料
用
や
食
品

加
工
用
と
し
て
Ｇ
Ｍ
作
物
が
大
量
に
輸
入
さ
れ

て
い
ま
す
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、Ｇ
Ｍ
作
物
の
危

険
性
は
日
本
で
は
依
然
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、１
９
９
７
年
に
他
の

生
協
に
先
駆
け
て
Ｇ
Ｍ
作
物
・
食
品
に
反
対
す

る
運
動
を
開
始
し
て
以
来
、一
貫
し
て「
い
ら
な

い
」「
食
べ
な
い
」「
作
ら
せ
な
い
」と
い
う
運
動
を

続
け
て
い
ま
す
。そ
の
一
つ
と
し
て
、毎
年
自
生

Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
汚
染
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。６

月
に
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
、７
月
に
全
国
の
調
査
報

告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。両
報
告
会
の
概
要

を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
 

輸
入
さ
れ
た
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
が
水
揚
げ
港
周
辺
や
輸
送
途
中
な

ど
で
こ
ぼ
れ
落
ち
、
自
生
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を

募
ら
せ
た
全
国
の
生
協
や
団
体
が
始
め
た
、Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
の
自

生
の
状
況
を
調
査
す
る
取
り
組
み

子どもたちに食べさせたくない

遺伝子組み換え作物の遺伝子組み換え作物の
反対運動を広げていきましょう！反対運動を広げていきましょう！

「遺伝子組み換え（GM）作物」とは？
　生物がもともと持っている遺伝子に別の生物の遺伝子を組み込
んだ作物のこと。「種の壁」を越えて人間に都合のいい遺伝子を
組み込み、自然界では誕生することのない新しい生物を作り出す
ことになる。これまでの品種改良とは大きく違う。
　技術そのものの安全性や、それによってできたものの危険性、
予測できないようなことが起きる可能性を指摘する専門家もいる。
他の生物や環境、人体への影響も懸念される。
　グリーンコープは、予防原則の考え方に立ってＧＭ作物に反対
している。

　九州で唯一の輸入ナタネの水
揚げ港である箱崎ふ頭では、毎

年陽性反応が確認されています。箱崎ふ頭から自
生ＧＭナタネを広げないという思いで、活動目的
を確認する事前学習会も行い、ふくおか主催で
「ＧＭナタネ抜き取り隊」の活動を年１回行い、
「食と農を考える市民の会・福岡」主催の抜き取
り活動にも年２回参加しています。行政には学習
会や要望書を通して調査活動の様子を伝え、ＧＭ
拡散防止をお願いしています。また、自生ＧＭナ
タネが広がらないよう協力を得るため、企業を
訪問し活動について話をしています。今年は、
署名活動や遺伝子組み換え食品を扱っている企
業のホームページを介して、意見を届けるなど
の活動も進めていきます。

ふくおか

　八代港で採取したナタネから
バスタ陽性が出ました。以前も

陽性反応が出た場所です。行政にも積極的に働き
かけたところ八代市、合志市、菊陽町では行政が
独自に予算をつけて自生ＧＭナタネの汚染調査を
するようになりました。熊本県内の学校給食にＧ
Ｍ食品を使わないよう自治体に要望したところ、
水俣市からは全く使っていないとのうれしい回答
がありました。熊本市からも、意識的に地産地消
の割合を上げておりＧＭ食品をできるだけ使わな
いよう意識しているとの回答がありました。
　今後も県や市と協力しながら、自生ＧＭナタネ
が広がらないように取り組んでいきます。また、
行政への要望に賛同してもらうための署名活動に
取り組み、今年は15,000筆を目指しています。

くまもと

▲2017年のゼンさんの講演会の様子

0.
9
％
未
満
で
あ
る
よ
う
に

「
不
検
出
」
は
事
実
上
不
可
能

に
近
く
、
今
後
「
遺
伝
子
組

み
換
え
で
な
い
」
と
表
示
で

き
る
商
品
が
な
く
な
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｇ
Ｍ
食
品
の
表
示
が
改
悪

さ
れ
る
こ
と
で
、
選
ぶ
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
Ｇ
Ｍ
食
品

を
食
べ
た
く
な
い
と
い
う
消

費
者
の
権
利
が
奪
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。Ｇ
Ｍ
作
物
・

食
品
反
対
に
対
す
る
運
動
の

活
発
化
が
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ

ー
ン
運
動
な
ど
国
際
的
な
連

帯
に
つ
な
が
り
、
多
く
の
消

費
者
が
Ｇ
Ｍ
作
物
・
食
品
の

危
険
性
を
知
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
食
の
安
全
を

守
る
た
め
に
反
対
運
動
を
進

め
、Ｇ
Ｍ
食
品
を
食
べ
た
く
な

い
と
訴
え
続
け
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

※
２ 

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
が
栽

培
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
こ

と
。
欧
州
で
は
G
M
O
フ
リ

ー
ゾ
ー
ン
が
拡
大
し
、
E
U

加
盟
各
国
内
で
遺
伝
子
組
み

換
え
作
物
の
栽
培
を
し
な
い

地
域
が
増
え
て
い
る

※
１ 

「
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
」「
バ
ス

タ
」
は
共
に
除
草
剤
。
遺
伝

子
組
み
換
え
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
除
草
剤
に
耐
性
を
持
つ

ナ
タ
ネ
は
こ
の
検
査
で
陽
性

反
応
を
示
す

※
1

※
1

グリーンコープ生協（島根）
理事長
吉田 由佳

　この春、私は何とも言えない感覚を体験した。
1つは島根西部地震の時だ。幸い我が家は被害が
なかったが、これまで経験したことのない大きな
振動だったので、また揺れるのだろうかとの恐怖
にも近い不安は、体中の神経が逆なでされている
ような、どう表現したら良いか分からない感覚
だった。もう１つは、ある夜、雷雨と共に雹が
降った。翌朝、家族用に野菜を作っている畑に行
くと、ほうれん草は茎だけになり、レタスは葉が
引きちぎられた様になり、他の野菜も悲惨な状態
になっていた。畑がこのような状態になることも
初めてで、この時の喪失感は言いようがなかっ
た。昨今の大地震を経験された方々、災害に見舞
われた生産者のみなさんのことが頭をよぎり、本
当に大変な思いをされたのだと実感した。

Ｇ
Ｍ
作
物
・
食
品
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

2018年度グリーンコープ自生ＧＭナタネ汚染調査報告会　６月20日　福岡市　主催：グリーンコープ共同体　参加者108人

天笠 啓祐さん
遺伝子組み換え食品いら
ない！キャンペーン代表
市民バイオテクノロジー
情報室代表
食と農から生物多様性
を考える市民ネットワー
ク共同代表

2018年度 自生GMナタネ汚染調査結果（表１)

グリーンコープ
エリア

調査
箇所数 ラウンド

アップ バスタ 判断不可

1次検査で反応が出た検体

おおさか

ひょうご

とっとり

（島根）

おかやま

ひろしま

やまぐち

ふくおか

さが

（長崎）

くまもと

おおいた

かごしま

みやざき

合計

15

5

5

5

10

10

18

60

5

4

91

19

14

10

271

0

0

0

0

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

5

0

0

0

0

2

0

0

17

0

0

1

0

0

0

20

0

0

0

0

0

0

0

4

0

0

0

0

0

0

4

ひょう

※

※
2

で
あ
る
遺
伝
子
組
み
換
え
で

な
い
食
べ
も
の
を
守
っ
て
い

く
と
い
う
時
代
に
な
っ
て
い

け
ば
と
思
い
ま
す
。
折
し
も

消
費
者
庁
が
、
食
品
の
裏
面

の
『
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な

い
』
と
い
う
表
示
を
事
実
上

無
く
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
運
動
を
も
っ
と
社

会
化
す
る
こ
と
が
、
と
て
も

大
事
な
局
面
に
き
て
い
る
と

改
め
て
感
じ
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。
続
い
て
３
単
協

か
ら
、
今
年
度
の
調
査
活
動

と
行
政
へ
の
働
き
か
け
の
様

子
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

30
周
年
に
合
わ
せ
て
、「
遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら
な

い
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
代
表

の
天
笠
啓
祐
さ
ん
を
講
師

に
、
１
９
８
０
年
代
後
半
に

Ｇ
Ｍ
作
物
の
栽
培
が
始
ま
っ

た
頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

を
振
り
返
り
、
直
近
の
世
界

の
状
況
や
問
題
点
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　岡山県には水島港と宇野港の
２つの輸入ナタネの水揚げ港が

あります。その付近に飼料工場や製油工場があ
り、工場周辺を中心に自生ＧＭナタネの汚染調査
活動をしています。
　昨年陽性反応が出た水島港周辺で採取した検体
は、今年はすべて陰性でした。宇野港の製油工場
の南側で採取した検体から、初めてバスタの陽性
反応が出ました。
　調査をするにあた
り、組合員にチラシを
配り参加を呼びかけま
した。今後も地域組合
員の参加者を増やし
て、調査結果を多くの
組合員に伝え、活動を
継続していきます。

おかやま

▲グリーンコープ生協くまもとでは、行政と
協力して調査活動を実施

◀
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く
お
か
の

Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
抜
き
取
り
隊
の
活
動
の

様
子

◀
抜
き
取
っ
た
ナ
タ
ネ
を
そ
の
場
で
検
査

の
しょう！しょう！

▲ＧＭ稲反対運動のデモ行進の様子

2018年 ＧＭナタネ自生調査全国報告会　７月14日 東京都　主催：遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン

2018年度 ＧＭナタネ自生全国調査結果

885

検体総数

8

ラウンドアップ
耐性

34

バスタ耐性

0

両耐性

　

報
告
会
は
、
全
国
の
Ｇ
Ｍ
作
物
に

反
対
す
る
生
協
や
市
民
団
体
な
ど
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
、
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
か
ら
は
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
を
は
じ
め
、
調
査

に
取
り
組
ん
だ
７
団
体
か
ら
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
の
調
査
は
38
都
道

府
県
で
行
わ
れ
、
９
県
で
陽
性
反
応

が
出
ま
し
た
。
ナ
タ
ネ
の
水
揚
げ
港

の
あ
る
千
葉
港
や
名
古
屋
港
、
博
多

港
で
は
、
今
年
も
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
を
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
の

特
徴
と
し
て
バ
ス
タ
の
陽
性
反
応
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
、「
遺
伝
子
組
換
え
食

品
を
考
え
る
中
部
の
会
」
の
河
田
昌

東
さ
ん
は
、「
原
因
と
し
て
、
栽
培
ま

た
は
輸
出
し
て
い
る
国
の
品
種
の
変

化
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
14
年
間
継

続
し
て
き
た
調
査
活
動
に
つ
い
て
「
農

民
連
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー
」
の
八
田

純
人
さ
ん
は
、「
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、

市
民
の
手
で
活
動
が
持
続
で
き
て
い

る
こ
と
は
、
世
界
的
に
み
て
も
価
値

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
調
査

活
動
の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
後
半
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
調
査
活
動
の
中
で
生
じ
た
疑
問

や
、
米
国
で
作
物
の
栽
培
や
承
認
が

相
次
ぐ
ゲ
ノ
ム
編
集
の
問
題
に
つ
い

て
、
パ
ネ
ラ
ー
と
会
場
参
加
者
と
で

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲調査活動を受け参加者と議論する、左から天笠
さん、八田さん、河田さん

▶
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
エ
リ
ア
の
３

県
か
ら
陽
性
反
応
が
出
た
こ
と

や
、調
査
活
動
の
中
で
分
か
っ

た
こ
と
を
、行
政
や
企
業
へ
働

き
か
け
る
様
子
を
報
告
す
る
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
み
や
ざ

き
理
事
長
の
鈴
江
信
子
さ
ん

新
た
な
段
階
を
迎
え
た
遺
伝
子
汚
染

※

※
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
切
断
し
て
遺
伝
子
の
働
き
を
壊
す

技
術
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